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第６章 水質汚濁 

人間は、昔から河川や湖、海の沿岸に集まり、文明を発達させてきました。水は、炊事、

洗濯、農業用水など、人の生活にとって欠くことのできない重要な資源であるばかりでなく、

川辺や海岸は住民の散策、水浴などレクリエ－ションや憩いの場であり、また広い水域は

水産資源の生育の場でもあります。 

しかし、人口の増加や産業の発達につれて水利用が活発化し、汚濁物質の量が河川、

湖沼、海域等の自然浄化（自浄作用）をこえることによって、水質汚濁が発生しました。さ

らに、急激な産業の進展、人口の都市集中、生活様式の向上などによって水質汚濁が

社会問題となりました。 

 

【猪名川上流の概要】 

淀川右派川、神崎川の右支川

である猪名川は流域面積     

３８３km2、流路延長４３kmの一級

河川では中小河川に属するが、

流域は大阪府、京都府、兵庫県

の２府１県にまたがり、８市３町を

包括している。 

この中に阪神工業地帯の中心

である尼崎市をはじめ、大阪の衛

星都市群として、豊中、伊丹、川

西、池田、箕面市等を擁してい

る。さらに東西を結ぶ交通機関の

要衝でもあり、工業は大小６千余

りを数え、流域内の資産、人口は

ともに多く、流域関連人口約１８０ 

万人、流域資産額約２兆５千億円

と推定される。 

 

 

 

 

【図 6-1 猪名川流域概要図】 

 

 

 

 

 

 

環境省ホームページ報道発表資料（H20.4.24) 「水質汚濁に係る生活環境の保全に関する環境基準の

水域類型の見直しについて」に対する意見の募集（パブリックコメント）についての添付資料 4」より抜粋 

（資料：1998 日本河川水質年鑑 

（社）日本河川協会） 
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第１節 水質汚濁に係る環境基準等 

 

１．水質汚濁に係る環境基準 

「水質汚濁に係る環境基準」は、公害対策基本法（昭和４２年法律第１３２号）第９条の

規定に基づき昭和４６年に定められました。平成５年に環境基本法（平成５年法律第９１

号）が新たに制定され公害対策基本法が廃止されたことにより、この基準は環境基本法

第１６条の規定に基づき定められた基準として取り扱われています（最終改定令和５年環

境省告示第６号）。また、ダイオキシン類による環境基準は、ダイオキシン類対策特別措

置法（平成１１年法律第１０５号）に基づき定められています（第 9 章に記載）。 

公共用水域の水質汚濁に係る環境基準は、全公共用水域に適用される「人の健康の

保護に関する環境基準」と各公共用水域の水域類型ごとに適用される「生活環境の保全

に関する環境基準」があります。 

また、平成９年には、地下水の水質汚濁に係る環境基準も定められています。 

 

※ダイオキシン類に関しては第９章に記載しています。 

 

１） 人の健康の保護に関する環境基準 

【表 6-1 人の健康の保護に関する環境基準（公共用水域の水質汚濁に係る環境基準）】 

項 目 基準値 測定方法 

カドミウム 0.003mg/Ｌ以下 
日本産業規格 K0102（以下「規格」という。）55.2、
55.3 又は 55.4 に定める方法 

全シアン 検出されないこと。 

規格 38.1.2（規格 38 の備考 11 を除く）及び 38.2
に定める方法、規格 38.1.2 及び 38.3 に定める方
法、規格 38.1.2 及び 38.5 に定める方法又は水質
汚濁に係る環境基準付表１に掲げる方法 

鉛 0.01mg/Ｌ以下 規格 54 に定める方法 

六価クロム 0.02mg/Ｌ以下 

規格 65.2（規格 65.2.2 及び 65.2.7 を除く）に定
める方法（ただし、次の１から３までに掲げる場
合にあつては、それぞれ１から３までに定めると
ころによる。) 
１ 規格 65.2.1 に定める方法による場合 原則と
して光路長 50mm の吸収セルを用いること。 
２ 規格 65.2.3、65.2.4 又は 65.2.5 に定める方
法による場合（規格 65.の備考 11 の b）による場
合に限る。）試料に、その濃度が基準値相当分
（0.02mg/L）増加するように六価クロム標準液を
添加して添加回収率を求め、その値が 70～120％
であることを確認すること。 
３ 規格 65.2.6 に定める方法により汽水又は海水
を測定する場合 2 に定めるところによるほか、日
本産業規格 K0170-7 の 7 の a)又は b）に定める操
作を行うこと。 

砒素 0.01mg/Ｌ以下 規格 61.2、61.3 又は 61.4 に定める方法 

総水銀 0.0005mg/Ｌ以下 水質汚濁に係る環境基準付表 2 に掲げる方法 

アルキル水銀 検出されないこと。 水質汚濁に係る環境基準付表 3 に掲げる方法 

ＰＣＢ 検出されないこと。 水質汚濁に係る環境基準付表 4 に掲げる方法 

ジクロロメタン 0.02mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定
める方法 
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四塩化炭素 0.002mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1
又は 5.5 に定める方法 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1 又は
5.3.2 に定める方法 

1,1-ジクロロエチレン 0.1mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定
める方法 

シス-1,2-ジクロロエチレ

ン 
0.04mg/Ｌ以下 

日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定
める方法 

1,1,1-トリクロロエタン 1mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1
又は 5.5 に定める方法 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1
又は 5.5 に定める方法 

トリクロロエチレン 0.01mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1
又は 5.5 に定める方法 

テトラクロロエチレン 0.01mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1
又は 5.5 に定める方法 

1,3-ジクロロプロペン 0.002mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.1 に定
める方法 

チウラム 0.006mg/Ｌ以下 水質汚濁に係る環境基準付表 5 に掲げる方法 

シマジン 0.003mg/Ｌ以下 
水質汚濁に係る環境基準付表 6 の第１又は第２
に掲げる方法 

チオベンカルブ 0.02mg/Ｌ以下 
水質汚濁に係る環境基準付表 6 の第１又は第２
に掲げる方法 

ベンゼン 0.01mg/Ｌ以下 
日本産業規格Ｋ0125 の 5.1、5.2 又は 5.3.2 に定
める方法 

セレン 0.01mg/Ｌ以下 規格 67.2、67.3 又は 67.4 に定める方法 

硝酸性窒素及び     

亜硝酸性窒素 
10mg/Ｌ以下 

硝酸性窒素にあっては規格 43.2.1、43.2.3、
43.2.5 又は 43.2.6 に定める方法、亜硝酸性窒素
にあっては規格 43.1 に定める方法 

ふっ素 0.8mg/Ｌ以下 

規格 34.1(規格 34 の備考 1 を除く)若しくは
34.4(妨害となる物質としてハロゲン化合物又は
ハロゲン化水素が多量に含まれる試料を測定す
る場合にあつては、蒸留試薬溶液として、水約
200ml に硫酸 10ml、りん酸 60ml 及び塩化ナトリ
ウム 10g を溶かした溶液とグリセリン 250ml を
混合し、水を加えて 1000ml としたものを用い、
日本産業規格 K0170-6 の図 2 注記のアルミニウ
ム溶液のラインを追加する。）に定める方法又
は規格 34.1.1c）(注⑵第三文及び規格 34 の備考
1 を除く）に定める方法（懸濁物質及びイオンク
ロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しない
ことを確認した場合にあつては、これを省略す
ることができる。）及び水質汚濁に係る環境基
準付表 7 に掲げる方法 

ほう素 1mg/Ｌ以下 規格 47.1、47.3 又は 47.4 に定める方法 

1,4-ジオキサン 0.05mg/Ｌ以下 水質汚濁に係る環境基準付表 8 に掲げる方法 

【備考】 

１． 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

２． 「検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定

量限界を下回ることをいう。 

３． 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 

４． 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格 43.2.1、43.2.3、43.2.5 又は 43.2.6 により測定された硝酸イオン

の濃度に換算係数 0.2259 を乗じたものと規格 43.1 により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数 0.3045 を

乗じたものの和とする。 
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２） 生活環境の保全に関する環境基準 

【表 6-2 生活環境の保全に関する環境基準（河川）】 

ア 

 

【備考】        

１ 基準値は、日間平均値とする。ただし、大腸菌数に係る基準値については、９０％水質値（年間の日間平均値の

全データをその値の小さいものから順に並べた際の 0.9×ｎ番目（ｎは日間平均値のデータ数）のデータ値（0.9×ｎが

整数でない場合は端数を切り上げた整数番目の値をとる。））とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。  

２ 農業用利水点については、水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下、溶存酸素量 5mg/l 以上とする（湖沼もこれに準ず

る。）。 

３ 水質自動監視測定装置とは、当該項目について自動的に計測することができる装置であって、計測結果を自動

的に記録する機能を有するもの又はその機能を有する機器と接続されているものをいう（湖沼海域もこれに準ずる）。 

４ 水道１級を利用目的としている地点（自然環境保全を利用目的としている地点を除く。）については、大腸菌数

100CFU/100ｍｌ以下とする。 

５ 水産１級、水産２級及び水産３級については、当分の間、大腸菌数の項目の基準値は適用しない（湖沼、海域も

これに準ずる。）。 

６ 大腸菌数に用いる単位は CFU（コロニー形成単位（Colony Forming Unit））/100ml とし、大腸菌を培地で培養

し、発育したコロニー数を数えることで算出する。 

水素イオン濃度
(ｐH)

生物科学的酸素
要求量
(BOD)

浮遊物質量
(SS)

溶存酸素量
(DO)

大腸菌数

AA
水道１級・自然環境保全
及びA以下の欄に掲げるもの

6.5以上
8.5以下

１mg／
L以下

25mg／
L以下

7.5mg／
L以上

20CFU／
100ml以下

A
水道２級・水産１級・水浴
及びB以下の欄に掲げるもの

6.5以上
8.5以下

２mg／
L以下

25mg／
L以下

7.5mg／
L以上

300CFU／
100ml以下

B
水道３級・水産２級
及びC以下の欄に掲げるもの

6.5以上
8.5以下

３mg／
L以下

25mg／
L以下

5mg／
L以上

1,000CFU／
100ml以下

C
水産３級・工業用水１級
及びD以下の欄に掲げるもの

6.5以上
8.5以下

５mg／
L以下

50mg／
L以下

５mg／
L以上

ー

D
工業用水２級・農業用水
及びEの欄に掲げるもの

6.0以上
8.5以下

８mg／
L以下

100mg／
L以下

２mg／
L以上

ー

E
工業用水３級
環境保全

6.0以上
8.5以下

10mg／
L以下

ごみ等の浮遊
が認められな
いこと。

２mg／
L以上

ー

規格12.1に定め
る

方法又はガラス
電極を用いる水
質自動監視測定
装置によりこれと
同程度の計測結
果の得られる方

法

規格21
に定める方法

水質汚濁に係る
環境基準付表9
に掲げる方法

規格32に定める
方法又は隔膜電
極若しくは光学
式センサを用い
る水質自動監視
測定装置により
これと同程度の
計測結果の得ら

れる方法

水質汚濁に係る
環境基準付表10

に掲
げる方法

基準値

測定方法

類型
利用目的の
適応性

該当水域

第１の２の⑵
により水域
類型ごとに
指定する水
域
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注 1 自然環境保全：自然探勝等の環境保全      

注 2 水道 1 級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

水道 2 級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの    

水道 3 級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの    

注 3 水産 1 級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用  

水産 2 級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 

水産 3 級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用     

注 4 工業用水 1 級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの  

工業用水 2 級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 

 工業用水 3 級：特殊の浄水操作を行うもの 

注 5 環境保全：国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度 

 
 

イ 

 

１ 基準値は、年間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる）。 

 

全亜鉛 ノニフェノール
直鎖アルキルベン
ゼンスルホン酸及

びその塩

生物A

イワナ、サケマス等比
較的低温域を好む水
生生物及びこれらの餌
生物が生息する水域

0.03mg／
L以下

0.001mg／
L以下

0.03mg／
L以下

第１の２の⑵により
水域類型ごとに指定

する水域

生物特A

生物Aの水域のうち、
生物Aの欄に掲げる水
生生物の産卵場(繁殖場)又は
幼稚仔の生育場として特に保
全が必要な水域

0.03mg／
L以下

0.0006mg／
L以下

0.02mg／
L以下

生物B
コイ、フナ等比較的高
温域を好む水生生物及びこれ
らの餌生物が生息する水域

0.03mg／
L以下

0.002mg／
L以下

0.05mg／
L以下

生物特B

生物A又は生物Bの水
域のうち、生物Bの欄に掲げる
水生生物の産卵場(繁殖場)
又は幼稚仔の生育場として特
に保全が必要な水域

0.03mg／
L以下

0.002mg／
L以下

0.04mg／
L以下

規格53に
定める方法

水質汚濁に係る環
境基準付表11に

掲
げる方法

水質汚濁に係る環
境基準付表12に
掲げる方法

基準値

測定方法

類型
水生生物の生息状況の

適応性
当該水域
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２．水質に係る要監視項目と指針値 

① 人の健康の保護に係る項目 

要監視項目とは、「人の健康の保護に関連する物質ではあるが、公共用水域等におけ

る検出状況等からみて、直ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきもの」

として、平成５年３月に設定されたものです。その後、平成１１年２月、平成１６年３月、平成

２１年１１月及び令和２年５月に改正が行われ、現在は２７項目が設定されています。 

【表 6-3 人の健康の保護に係る要監視項目及び指針値（公共水域）】 

項目 指針値 備考 

クロロホルム 0.06 ㎎/Ｌ以下  

トランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 ㎎/Ｌ以下  

1,2-ジクロロプロパン 0.06 ㎎/Ｌ以下  

ｐ-ジクロロベンゼン 0.2 ㎎/Ｌ以下  

イソキサチオン 0.008 ㎎/Ｌ以下  

ダイアジノン 0.005 ㎎/Ｌ以下  

フェニトロチオン(ＭＥＰ) 0.003 ㎎/Ｌ以下  

イソプロチオラン 0.04 ㎎/Ｌ以下  

オキシン銅(有機銅) 0.04 ㎎/Ｌ以下  

クロロタロニル(ＴＰＮ) 0.05 ㎎/Ｌ以下  

プロピザミド 0.008 ㎎/Ｌ以下  

ＥＰＮ 0.006 ㎎/Ｌ以下  

ジクロルボス(ＤＤＶＰ) 0.008 ㎎/Ｌ以下  

フェノブカルブ(ＢＰＭＣ) 0.03 ㎎/Ｌ以下  

イプロベンホス(ＩＢＰ) 0.008 ㎎/Ｌ以下  

クロルニトロフェン（ＣＮＰ） －  

トルエン 0.6 ㎎/Ｌ以下  

キシレン 0.4 ㎎/Ｌ以下  

フタル酸ジエチルヘキシル 0.06 ㎎/Ｌ以下  

ニッケル －  

モリブデン 0.07 ㎎/Ｌ以下  

アンチモン 0.02 ㎎/Ｌ以下  

塩化ビニルモノマー 0.002 ㎎/Ｌ以下  

エピクロロヒドリン 0.0004 ㎎/Ｌ以下  

全マンガン 0.2 ㎎/Ｌ以下  

ウラン 0.002 ㎎/Ｌ以下  

PFOS 及び PFOA 0.00005 ㎎/Ｌ以下(暫定)  

１ PFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸）及び PFOA（ペルフルオロオクタン酸）は、有機フッ素化合物（PFAS）の 

  一種。PFOS･ＰＦＯＡは、撥水性と撥油性を併せ持つ特異な物質として様々な表面処理の用途に使われてきまし 

た。しかし、難分解性、高蓄積性、長距離移動性という特性があることから、環境への排出が継続された場合の将 

来への影響を未然に防止するために、現在では製造や輸入が禁止されております。 
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②水生生物の保全に係る項目 

「生活環境を構成する有用な水生生物及びその餌生物並びにそれらの生息又は生育

環境の保全に関連する物質ではあるが、公共用水域等における検出状況等からみて、直

ちに環境基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべきもの」についても、平成１５年１１

月に要監視項目が設定されました。その後、平成２５年３月に改正が行われ、現在６項目

が設定されています。 

【表 6-4 水生生物の保全に係る要監視項目及び指針値】 

 

３．水質汚濁に係る生活環境の保全に関する環境基準の水質類型指定 

 環境基本法（平成５年法律第９１号）に基づき、生活環境の保全に関する環境基準（生

活環境項目）については、国又は都道府県が水質汚濁の防止を図る必要のある公共水

域ごとに類型を指定することで、環境基準値を具体的に決定されることとなっています。 

川西市内を流れる「猪名川水域」については、大阪府、京都府と兵庫県の２府１県にま

たがることから国が類型指定を行っており、平成２０年の見直しにより下記のとおり告示され

ています。 

ア 

水系 水域の名称 水域の範囲 類型 達成期間 指定年月日(告示番号) 

淀川 猪名川上流 箕面川合流点より上流 Ａ イ 
平成 21 年 3 月 31 日 

（環境省告示第 14 号） 

イ（水性生物の保全に関する環境基準の水域類型の指定） 

水系 水域の名称 水域の範囲 類型 達成期間 指定年月日(告示番号） 

淀川 
猪名川(1) ゴルフ橋(虫生地点)より上流 生物Ａ イ 平成 21 年 11 月 30 日 

（環境省告示第 80 号） 猪名川(2) ゴルフ橋(虫生地点)より下流 生物Ｂ イ 

（注） 達成期間の分類は次の通りとする。 

「イ」は、直ちに達成。 

「ロ」は、5 年以内で可及的速やかに達成。 

「ハ」は、5 年を超える期間で可及的速やかに達成。 

項目 
指針値（淡水域） 

生物Ａ類型 生物特Ａ類型 生物Ｂ類型 生物特Ｂ類型 

クロロホルム 0.7 ㎎/Ｌ以下 0.006 ㎎/Ｌ以下 3 ㎎/Ｌ以下 3 ㎎/Ｌ以下 

フェノール 0.05 ㎎/Ｌ以下 0.01 ㎎/Ｌ以下 0.08 ㎎/Ｌ以下 0.01 ㎎/Ｌ以下 

ホルムアルデヒド 1 ㎎/Ｌ以下 1 ㎎/Ｌ以下 1 ㎎/Ｌ以下 1 ㎎/Ｌ以下 

4-t-オクチル 

フェノール 
0.001 ㎎/Ｌ以下 0.0007 ㎎/Ｌ以下 0.004 ㎎/Ｌ以下 0.003 ㎎/Ｌ以下 

アニリン 0.02 ㎎/Ｌ以下 0.02 ㎎/Ｌ以下 0.02 ㎎/Ｌ以下 0.02 ㎎/Ｌ以下 

2,4-ジクロロ 

フェノール 
0.03 ㎎/Ｌ以下 0.003 ㎎/Ｌ以下 0.03 ㎎/Ｌ以下 0.02 ㎎/Ｌ以下 
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第２節 猪名川及び猪名川に流入する主要河川の水質測定 

 

１． 測定地点 

 

本市における河川の汚濁状況を把握するため、図６－２に示す１２地点で測定を実施し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

                                                                                    

 

 

【図 6－3 水質測定地点図】 

 

【図 6-2 水質測定地点図】 

 

 

一庫大路次川 

黒川 

知明湖 

初谷川 

猪名川 

野尻川 

塩川 

芋生川 

最明寺川 
猪名川 

○1  

○3  

○2  

○4  

○5  

○6  

○7  

○8  ○9  

○10  
○11  

○12  

①   ゴ　　ル　　フ　　橋

猪 ②  多田浄水場取水点

名 ③  銀　　　　　　　　　橋

川 ④  呉　　   服　　  　橋

⑤  高　　木　　井　　堰

⑥  一庫大路次川鎌瀬井堰

⑦  初　 谷　川　流　末

⑧  一庫大路次川流末

⑨  野　尻　川　 流　末

⑩  芋　生　川　 流　末

⑪  塩　　川　　流　　末

⑫  最 明 寺 川  流 末

測　定　地　点

猪
名
川
に
流
入
す
る
主
要
支
川
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２．水質汚濁の現況 

１）健康項目等 

令和６年度は、猪名川（多田浄水場取水点）で 6 月、8 月、11 月、2 月に健康項目（環

境基準が定められている項目のうち人の健康の保護に関する物質）と要監視項目（人の

健康の保護に関連する物質ではあるが、現時点では直ちに環境基準を定めず、引き続

き知見の集積に努めるべきと判断される物質）について測定しました。その結果は、いず

れも環境基準値及び指針値を下回っていました。 

【表 6-5 健康項目の環境基準及び要監視項目の指針値適合状況】 

 
【備考】  

１ ｍ/ｎ：（環境基準もしくは水質環境目標に適合しているデータ数）/（全測定データ数） 

２ 要監視項目の内、クロルニトロフェン及びニッケルの指針値は削除されています。 

3  本市では、令和 6 年度から要監視項目に PFOS 及び PFOA を追加しています。 

健康項目 要監視項目

項目名 適合状況 項目名 適合状況

カドミウム 2/2 クロロホルム 2/2

全シアン 2/2 トランス-1,2-ジクロロエチレン 2/2

鉛 2/2 1,2-ジクロロプロパン 2/2

六価クロム 2/2 p-ジクロロベンゼン 2/2

砒素 2/2 イソキサチオン 2/2

総水銀 2/2 ダイアジノン 2/2

アルキル水銀 2/2 フェニトロチオン 2/2

PCB 2/2 イソプロチオラン 2/2

ジクロロメタン 2/2 オキシン銅 2/2

四塩化炭素 2/2 クロロタロニル 2/2

1,2－ジクロロエタン 2/2 プロピザミド 2/2

1,1-ジクロロエチレン 2/2 EPM 2/2

シス-1,2-ジクロロエチレン 2/2 ジクロルボス 2/2

1,1,1-トリクロロエタン 2/2 フェノブカルブ 2/2

1,1,2-トリクロロエタン 2/2 イプロベンホス 2/2

トリクロロエチレン 2/2 クロルニトロフェン -

テトラクロロエチレン 2/2 トルエン 2/2

1,3-ジクロロプロペン 2/2 キシレン 2/2

チウラム 2/2 フタル酸ジエチルヘキシル 2/2

ジマジン 2/2 ニッケル -

チオベンカルブ 2/2 モリブデン 2/2

ベンゼン 2/2 アンチモン 2/2

セレン 2/2 塩化ビニルモノマー 2/2

硝酸及び亜硝酸性窒素 2/2 エピクロロヒドリン 2/2

ふっ素 2/2 全マンガン 2/2

ほう素 2/2 ウラン 2/2

1,4-ジオキサン 2/2 PFOS及びPFOA（令和6年度より） 1/1

合計 54/54 合計 49/49
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また、平成７年１月の阪神淡路大震災以降に、猪名川及び支川で環境基準を上回る

濃度の砒素が検出されたことから、河川水中の砒素に関して継続監視しております。 

令和６年度は、多田浄水場取水点で２回の他、ゴルフ橋、銀橋、呉服橋、高木井堰、

野尻川流末、塩川流末の７カ所で実施しました。測定結果は、６地点で環境基準を達成

していました。令和４年度から令和６年度の結果において塩川流末では、0.003mg/L から

0.019mg/Lの範囲内で推移していますが、引き続き経過を注視していきます。 
 

【表 6-6 猪名川水系における砒素の測定結果の状況】          単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

※環境基準 0.01mg/L以下（P49参照）  

 

本市では、令和６年度よりＰＦＯＳ・ＰＦＯＡについて、猪名川本流部の２か所（ゴルフ橋、

多田浄水場取水点）を含む１２箇所で、年１回（８月）に測定しています。令和６年度の測

定結果は、１２か所とも環境基準を達成していました。 

 

２）生活環境項目   

令和６年度は、概ね環境基準に適合しているものの、大腸菌、pH の数値で一部環境

基準に不適合がありました。 

大腸菌数が、基準値超過した理由は、一般的に人や動物などの排泄物による影響、

上流における肥料の散布などが考えられます。また、ｐH の増加については、一般的に河

川が富栄養な環境や水温が高い環境では藻類（植物プランクトン）が増殖し、二酸化炭

素を光合成に利用（消費）することで、ｐH がアルカリ性に傾くことが多いです。 

生活環境項目について、引き続き経過を注視していきます。 
 

【表 6-7 令和 6 年度生活環境項目の調査結果（猪名川）】 

 

 

 

 

 

 

 
 

※BOD75％値について、検出下限値が 0.5mg/Ｌであるため、計測値が 0.5mg/Ｌより小さい場合は 0.5mg/Ｌとして平均値を算出し

ています。 

BOD75％値･･･BOD（生物化学的酸素要求量）の年間測定データのうち、低い方から数えて 75％目 

6-6砒素 単位：mg/L

R4.5.20 R4.8.23 R4.11.22 R5.2.6 R5.5.22 R5.8.28 R5.11.13 R6.2.19 R6.5.22 R6.8.22 R6.11.13 R7.2.18

① ゴルフ橋 0.001 0.001 0.002

② 多田浄水場取水点 0.002 0.001 0.002 0.001 0.003 0.002

③ 銀橋 0.001 0.002 0.003

④ 呉服橋 0.003 0.004 0.005

⑤ 高木井堰 0.003 0.003 0.004

⑨ 野尻川流末 0.007 0.007 0.007

⑪ 塩川流末 0.015 0.007 0.008 0.003 0.011 0.018 0.010 0.017 0.013 0.015 0.014 0.019

令和4年度 令和5年度 令和6年度
番号 測定地点

測定項目

最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m

最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n

7.6 12 7.5 11 7.6 12 8.0 12 9.8 12 7.6 12 <0.5 12 <0.5 12 0.5 12

8.5 12 8.7 12 8.0 12 14 12 13 12 13 12 1.1 12 1.4 12 1.1 12

7.7 12 7.6 12 7.7 12 7.7 12 8.8 12 8.1 12 <0.5 12 <0.5 12 0.5 12

8.2 12 8.5 12 8.0 12 12 12 12 12 12 12 1.0 12 1 12 1.5 12

7.8 10 7.8 8 7.7 8 8.5 12 9.4 12 7.5 12 <0.5 12 <0.5 12 0.5 12

8.7 12 8.9 12 9.2 12 13 12 12 12 14 12 0.8 12 0.9 12 1.5 12

7.8 10 7.8 7 7.8 5 7.9 12 10.0 12 8.4 12 <0.5 12 <0.5 12 0.6 12

8.9 12 9.2 12 9.2 12 13 12 13 12 15 12 1.4 12 0.8 12 1.4 12

7.8 12 7.8 11 7.8 9 7.9 12 8.1 12 8.0 12 <0.5 12 <0.5 12 0.6 12

8.4 12 8.6 12 9.3 12 12 12 12 12 12 12 1.1 12 0.9 12 1.3 12

ｐＨ ＤＯ(mg/L) ＢＯＤ(mg/L)

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

（ｍ＝環境基準適合数）の計 56 49 46 60 60 60 60 60 60
（ｎ＝測定回数）の計 60 60 60 60 60 60 60 60 60

河
川
名

地点
番号

地点名 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 75％値 平均値 75％値 平均値 75％値

① ゴルフ橋 8.0 8.0 7.8 10.9 10.8 9.9 0.8 0.9 0.6 0.6 0.8 0.8 

② 多田浄水場取水点 8.0 8.0 7.9 10.3 10.4 9.8 0.7 0.7 0.6 0.6 0.9 1.0 

③ 銀　橋 8.2 8.3 8.3 10.9 10.6 10.6 0.6 0.6 0.6 0.7 1.0 1.3 

④ 呉服橋 8.3 8.4 8.6 10.8 11.3 10.7 0.8 0.9 0.6 0.7 1.0 1.1 

⑤ 高木井堰 8.0 8.1 8.4 10.0 10.1 10.3 0.7 0.8 0.6 0.7 1.0 1.1 

猪
名
川
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【図 6-3 猪名川におけるＢＯＤ75％値の経年変化】 

測定項目

最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m 最小値 m

最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n 最大値 n

＜1 12 1 12 ＜1 12 17 12 20 11 30 12

3 12 4 12 3 12 300 12 1，900 12 190 12

1 12 1 12 1 12 19 12 43 11 42 11

5 12 4 12 4 12 180 12 1，200 12 310 12

＜1 11 1 11 1 12 19 12 48 11 14 11

4 12 28 12 6 12 170 12 470 12 700 12

1 12 1 12 1 12 43 11 34 11 22 10

7 12 14 12 4 12 580 12 790 12 1,200 12

1 12 1 12 1 12 26 11 7 11 2 12

12 12 4 12 6 12 580 12 320 12 92 12

ＳＳ(mg/L) 大腸菌数(MPN/100mL以下)

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

（ｍ＝環境基準適合数）の計 59 59 60 58 55 56
（ｎ＝測定回数）の計 60 60 60 60 60 60

河
川
名

地点
番号

地点名 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

① ゴルフ橋 1.9 1.7 1.4 120 231 114

② 多田浄水場取水点 2.3 2.4 2.4 82 178 164

③ 銀　橋 2.1 4.3 2.3 75 108 135

④ 呉服橋 3.7 3.6 2.3 140 157 259

⑤ 高木井堰 4.6 2.1 2.6 137 94 45

猪
名
川

0.0

1.0

2.0

3.0

m
g/
ℓ

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

軸ラベル

 ゴ ル フ 橋  多田浄水場取水点  銀    　橋

 呉  服  橋  高 木 井 堰 環境基準値
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【図 6-4 猪名川に流入する各主要４河川のＢＯＤ75％値の経年変化】 

 

【図 6-5 猪名川に流入する各主要河川のＢＯＤ75％値経年変化】 

※上記グラフにおける BOD75％値について、検出下限値が 0.5mg/Ｌであるため、計測値が 0.5mg/Ｌより

小さい場合は 0.5mg/Ｌとして表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

1.0

2.0

3.0

m
g/
ℓ

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

 鎌 瀬 井 堰  初 谷 川 流 末 一庫大路次川流末

 野 尻 川 流 末 環境基準値

0.0

1.0

2.0

3.0

m
g/
ℓ

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

 芋 生 川 流 末  塩 川 流 末  最明寺川流末 環境基準値
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３）水生生物の生息状況の適応性 

  本市では、亜鉛、ノニルフェノール、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩基

（ＬＡＳ）について、猪名川本流部の２か所（ゴルフ橋、多田浄水場取水点）で、年４回測定

しています。令和６年度の測定結果は、２か所とも環境基準を達成していました。 

【表 6-8 全亜鉛の年間測定平均値】                   単位：mg/L 

 測定地点 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① ゴルフ橋 0.009  0.007 0.007 

② 多田浄水場取水点 0.005  0.006 0.005 

 

【表 6-9 ノニルフェノールの年間測定平均値】             単位：mg/L 

  測定地点 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① ゴルフ橋 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 

② 多田浄水場取水点 ＜0.00006 ＜0.00006 ＜0.00006 

 

【表 6-10 ＬＡＳの年間測定平均値】                 単位：mg/L  

  測定地点 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

① ゴルフ橋 ＜0.0006 ＜0.0006   0.0007 

② 多田浄水場取水点 ＜0.0006 ＜0.0006 ＜0.0006 

 

４）その他の項目 

環境基準値は定められてはいませんが、人畜による糞便汚染の指標となる塩化物イオ

ンや生活排水汚染の指標となるＭＢＡＳ（メチレンブルー活性物質・合成洗剤の主成分）に

ついて、猪名川本流部５地点及び主要河川１地点で年２回測定しています。 

 

【表 6-11 その他の項目の年間測定平均値】              単位：mg/L  

河川名 
地点番

号 
 測定地点名 

塩化物イオン ＭＢＡＳ 

(mg/L) (mg/L) 

猪名川 

①  ゴ ル フ 橋 11.0  0.01 

②  多田浄水場取水点 8.0  0.01 

③  銀  橋 13.0  0.01 

④  呉 服 橋 12.5  0.02 

⑤  高 木 井 堰 12.0  0.02 

一庫大路次川 ⑥  鎌 瀬 井 堰 5.5  0.01 
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第３節 ゴルフ場での使用農薬に関する水質その他の水質調査 

 

環境省は、ゴルフ場における農薬使用の適正化を推進し、水質汚濁の防止を図る観

点から、平成２年５月に、ゴルフ場の排出水の農薬濃度に係る上限としての水濁指針値

を定め、「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針」を策

定しました。 

平成 29 年３月には、水濁指針値に加え、生態系保全の観点から水産動植物被害の

防止のための水産指針値を新たに定め、「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の

防止及び水産動植物被害の防止に係る指導指針」を策定しました。その後、平成 30 年

の農薬取締法改正に係る令和２年４月１日施行内容を踏まえ、令和２年３月に「ゴルフ場

で使用される農薬による水質汚濁の防止及び水域の生活環境動植物の被害防止に係

る指導指針」を策定しました。 

 

兵庫県では、平成元年４月に「ゴルフ場における農薬等の安全使用に関する指導要

綱」を施行し、農薬の適正な使用を各ゴルフ場に対して指導をしています。 

 

本市では、暫定指導指針が定められたことにともない、平成２年度からこれらゴルフ場

での使用農薬に関する水質調査を継続して実施していましたが、市の行財政改革の推

進に伴い、令和３年度を以て調査を終了しました。 

兵庫県下における令和５年度の調査結果は、調査した全てのゴルフ場で暫定指導指

針値を下回っていました。令和７年 8 月末日時点では、令和６年度の結果は未だ公表さ

れていませんが、環境省のホームページにて順次公表されます。 

（環境省 URL：https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/golf_chosa.html） 

https://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/golf_chosa.html

